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夫
お

学長
1977年広島大学医学部卒業。84年医
学博士（広島大学）。専門は膝関節外
科。島根医科大学整形外科学教授、
広島大学整形外科学教授、同大学病
院長、同大学理事・副学長などを経
て2015年より現職。19-21年文部科学
省科学技術・学術審議会総合政策特
別委員会委員、17-22年日本学術会議
会員、11-17年および22年から日本学
術会議連携会員。2015年紫綬褒章を
受章。25年８月から国立大学協会副
会長。

　広島大学は日本の大学の中で最も多い9つの前身校を持
ち、一番古い白島学校（後の広島師範学校）の創立から数
えると150年を越える歴史があります。その長い歩みと
切っても切り離せないのが、1945（昭和20）年8月6
日の原爆投下です。「被爆80年」となった2025年の夏、
広島大学では平和に向けたさまざまな取り組みが行われま
した。
　折しも日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協）が前
年にノーベル平和賞を受賞して迎えた節目の年、「平和の
大学」に注がれる視線はますます熱くなっています。「平
和」は決して外から与えられるものではありません。その
ような中、広島大学は質の高い教育力、世界トップレベル
の研究力、そして100カ国以上から留学生が集う豊かな
国際性を土台に世界に貢献する「創る平和」を掲げています。
　越智光夫学長は先の見えない不確実な時代だからこそ、
挑戦する力を磨いてほしいと呼びかけます。

１
０
１
カ
国
・
地
域
か
ら
の
留
学
生
が
学
ぶ

豊
か
な
国
際
性
と
優
れ
た
教
育
・
研
究
力
で

世
界
の
注
目
を
集
め
る
「
平
和
を
創
る
」
大
学
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建
学
当
初
か
ら
掲
げ
た
国
際
性

被
爆
80
年
の
新
た
な
取
り
組
み

　

１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
に
新
制
大
学

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
広
島
大
学
の
初
代

学
長
は
、
戦
後
の
片
山
、
芦
田
両
内
閣
で

文
部
相
を
務
め
た
森
戸
辰
男
で
す
。
戦
前
、

論
文
が
右
翼
団
体
か
ら
攻
撃
さ
れ
、
東
京

帝
国
大
学
を
追
わ
れ
た
森
戸
は
戦
争
に
与

し
な
か
っ
た
数
少
な
い
知
識
人
で
し
た
。

衆
院
議
員
を
辞
し
て
故
郷
（
広
島
県
福
山

市
）
の
大
学
の
か
じ
取
り
を
担
っ
た
森
戸

は
「
中
国
・
四
国
地
方
の
中
心
大
学
」「
地

域
性
の
あ
る
大
学
」
に
加
え
、「
国
際
性

の
あ
る
大
学
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
ま
し

た
（『
森
戸
三
原
則
』）。
荒
廃
し
た
キ
ャ
ン

パ
ス
に
緑
や
学
び
の
心
を
取
り
戻
そ
う
と

世
界
各
国
の
大
学
、
研
究
機
関
に
手
紙
を

送
り
、
植
物
の
種
や
苗
、
図
書
の
寄
贈
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
広
島
大
学
は
そ
の
成

り
立
ち
か
ら
平
和
を
求
め
る
世
界
の
人
々

と
つ
な
が
り
、
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
６
月
、
広
島
大
学
は
米
国

ア
イ
ダ
ホ
大
学
と
グ
ロ
ー
バ
ル
半
導
体
人

材
の
育
成
を
目
的
と
し
た
学
士
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
ア

イ
ダ
ホ
大
学
は
森
戸
の
訴
え
に
応
え
、
植

取
り
組
む
事
項
を
ま
と
め
た
５
つ
の
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
半
導
体
、
医
療
、
放
射
線
災
害
、
海

洋
・
海
事
、
食
料
安
全
保
障
の
５
つ
の
事

項
を
、
世
界
が
直
面
す
る
課
題
の
解
決
に

向
け
て
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
生
む
学
際

的
な
取
組
課
題
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
同
年
は
、
高
度
情
報
専
門
人
材
の
育

成
に
向
け
大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与
機

構
の
『
大
学
・
高
専
機
能
強
化
支
援
事
業

（
ハ
イ
レ
ベ
ル
枠
）』
に
選
定
さ
れ
、
25
年

度
か
ら
情
報
科
学
部
の
定
員
を
増
員
し
、

工
学
部
第
二
類
（
電
気
電
子
・
シ
ス
テ
ム

情
報
系
）
に
半
導
体
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
新
設
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
24
年
８

月
に
文
部
科
学
省
の
『
高
度
医
療
人
材
養

成
拠
点
形
成
事
業
』
で
中
国
・
四
国
地
方

で
唯
一
、
タ
イ
プ
Ａ
に
採
択
さ
れ
、
医
療

人
材
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
地
域
と
世
界
に
開
か
れ
た
大
学

作
り
の
観
点
か
ら
、
自
治
体
や
企
業
と
連

携
し
て
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
や
脱
炭
素
社
会

の
実
現
を
目
指
すTow

n & Gow
n

構
想
  （2）

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」（
越
智
学
長
）

　
「
平
和
を
希
求
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
国

際
的
教
養
人
」
の
育
成
に
向
け
た
ユ
ニ
ー

ク
な
取
り
組
み
が
、
新
入
生
全
員
を
対
象

に
し
た
「
世
界
に
羽
ば
た
く
。
教
養
の

物
の
種
や
平
和
研
究
の
た
め
の
学
術
資
料

を
贈
っ
て
い
た
だ
い
た
大
学
の
一
つ
で
す
。

26
年
８
月
に
は
、
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
に

ア
イ
ダ
ホ
大
学
の
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
  （1）

が

設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。
工
学
分
野
で
の

米
国
大
学
の
誘
致
は
日
本
初
で
す
。

　

現
在
、
１
０
１
カ
国
・
地
域
か
ら
の

２
０
０
０
人
を
超
え
る
外
国
人
留
学
生
が

学
び
、
大
学
間
の
国
際
交
流
協
定
も
56
カ

国
・
地
域
の
３
９
４
機
関
と
４
３
９
件
を

締
結
し
て
い
ま
す
。
越
智
学
長
は
こ
う
話

し
ま
す
。

　
「
学
長
就
任
（
15
年
）
の
当
初
か
ら
地

域
貢
献
と
並
ん
で
国
際
化
を
大
学
運
営
の

柱
に
据
え
、
こ
の
10
年
間
で
海
外
機
関
と

の
包
括
協
定
数
を
２
・
５
倍
に
し
ま
し
た
。

24
年
に
は
ア
フ
リ
カ
連
合
が
設
立
し
た
パ

ン
ア
フ
リ
カ
ン
大
学
と
世
界
で
初
め
て
の

国
際
交
流
協
定
を
結
び
、
ア
フ
リ
カ
か
ら

の
留
学
生
も
約
１
０
０
人
い
ま
す
」

　

大
学
理
念
（
理
念
５
原
則
）
の
先
頭
に

「
平
和
を
希
求
す
る
精
神
」
を
掲
げ
る
広

島
大
学
の
特
徴
は
平
和
構
築
に
向
け
た
取

り
組
み
で
す
。
23
年
に
始
ま
っ
た
「
ピ
ー

ス
・
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
」
は
８
月
６
日
の

「
広
島
原
爆
の
日
」
に
合
わ
せ
て
海
外
大

学
の
学
生
を
招
き
、
広
島
平
和
記
念
資
料

館
見
学
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
行
う

催
し
で
す
。
25
年
は
約
１
４
０
人
が
参
加

し
、
日
本
被
団
協
や
被
爆
体
験
証
言
者
に

よ
る
特
別
講
演
も
開
か
れ
ま
し
た
。

高
度
情
報
専
門
人
材
を
育
成
し

科
学
で
平
和
創
出
に
貢
献
す
る

　

23
年
５
月
、
安
全
・
安
心
を
実
現
す
る

「
創
る
平
和
」
を
テ
ー
マ
に
、
重
点
的
に

（1） アイダホ大学広島キャンパス
　東広島キャンパスに2026年８月、開校予定。
ベトナム、インドネシアなどから１学年100人
を受け入れ、前半２年間は広島、後半２年間は
米国アイダホで学ぶ。アイダホ大学は25年に全
米の研究大学の格付けで最高ランクの「R1」指
定を受けた。22年、アイダホ大学が被爆体験証
言者の小倉桂子さんを招いた平和イベントを
きっかけに大学間協定を締結した。

（2） Town & Gown構想
　自治体（Town）と大学（Gown）が連携し、
持続的な地域の発展と大学の進化を目指す取り
組み。22年度に東広島市、民間企業10社で「広
島大学スマートシティ共創コンソーシアム」を
設立したほか、呉市、海上保安大学校など４者
で「呉市・広島大学Town & Gown構想に関す
る協定」を締結。23年10月に立ち上げた「全国
Town & Gown構想推進協議会」には現在、広
島大学、東広島市、島根大学、愛媛大学、今治
市、立命館アジア太平洋大学、呉市、出雲市、
高知大学、南国市が参加、産官学連携のステッ
プアップが期待される。

（3） �持続可能性に寄与するキラルノット
超物質拠点（WPI-SKCM2）

　世界で唯一のキラルノット研究の拠点として
26年３月に専用研究棟の完成を予定。キラル
ノットとは左手と右手のように鏡映対称な性質

（キラル）を持つ結び目構造（ノット）を指す。
　地球上の生命を構成するアミノ酸のほとんど
は「左手型」のキラル分子だが、自然界がなぜ
そういう選択をしたのかは不明だ。WPI-SKCM2

ではこのようなキラルノット物質を創出するこ
とで生命と素粒子・宇宙のキラリティー（対掌
性）の偏りの起源に挑み、新たな物質「キラル
ノット超物質」を用いて持続可能な社会の創生
に寄与する研究拠点を目指す。

（4） �高大接続型プログラムを活用した
新たな総合型選抜

　26年度入試から、法学部と生物生産学部で高
大接続型プログラムの受講を出願要件とする新
方式の入試を総合型選抜Ⅰ型（大学入学共通テ
ストを課さない）として実施する（各学部募集
人員５人）。高大接続型プログラムは大学が提
供するオンデマンド講義の受講やサマーキャン
プへの参加等を通じ、これまでの学び（探究活
動）と各学部とのマッチングを図る。さらに27
年度入試ではこの方式を発展させた「育成型」
入試を実施する（教育学部10人、生物生産学部
５人）。

の
観
点
で
は
「
Ｇ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
（Global Peace 

Leadership Program

）」
と
い
う
特
定

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。
英
語
力
に
加

え
、
多
文
化
社
会
で
の
課
題
解
決
力
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
力

を
培
い
ま
す
。
ま
た
全
学
部
生
は
入
学
時

と
３
年
次
以
降
の
２
回
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ⓡ 

Ｌ
＆
Ｒ 

Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト
を
無
料
で
受
け
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
特
色
あ
る
学
び
を
体

系
化
し
て
い
る
の
が「HiPROSPECTS®

」

と
呼
ば
れ
る
広
島
大
学
独
自
の
到
達
目
標

型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
卒
業
に
必
要

な
主
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
他
の
主

専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
ぶ
副
専
攻
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
特
定
の
テ
ー
マ
の
学
習
や
資
格
取

得
が
で
き
る
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ

れ
、
学
生
の
多
様
な
学
び
へ
の
意
欲
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

25
年
６
月
に
発
表
さ
れ
た
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
イ

ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
５
」
で
広

島
大
学
は
総
合
ス
コ
ア
で
北
海
道
大
学
に

次
い
で
国
内
２
位
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
国
連
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
枠
組
み
を
使
っ
て

世
界
中
の
大
学
を
評
価
し
た
も
の
で
す
が
、

東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
が
生
物
多
様
性
の
保

全
に
貢
献
し
て
い
る
区
域
と
し
て
環
境
省

『
自
然
共
生
サ
イ
ト
』
に
認
定
さ
れ
る
な

ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
15
「
陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ

う
」
を
は
じ
め
各
項
目
の
高
い
社
会
貢
献

度
が
今
回
の
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

国
際
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
は
研
究
面
で
も
顕

著
で
す
。
22
年
に
は
文
部
科
学
省
の
「
世

界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｗ
Ｐ
Ｉ
）」
に
採
択
さ
れ
、
持
続
可
能
性

に
寄
与
す
る
「
キ
ラ
ル
ノ
ッ
ト
超
物
質
拠

点
  （3）

」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
同
年
、

経
済
産
業
省
の
「
ワ
ク
チ
ン
生
産
体
制
強

化
の
た
め
の
バ
イ
オ
医
薬
品
製
造
拠
点
等

整
備
事
業
」
に
大
学
と
し
て
唯
一
、
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
越
智
学
長
は
「
26
年
９
月

完
成
を
目
指
し
、
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
に
治
験

薬
製
造
施
設
を
整
備
し
ま
す
。
感
染
症
有

事
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
の
際
は
国
の
要

請
・
指
示
に
基
づ
い
て
ワ
ク
チ
ン
治
験
薬

を
生
産
・
供
給
し
、
平
常
時
は
ワ
ク
チ
ン

以
外
の
医
薬
品
を
製
造
で
き
る
デ
ュ
ア
ル

ユ
ー
ス
（
両
用
）
施
設
で
あ
り
、
国
内
で

も
希
少
で
す
」
と
強
調
し
ま
す
。

一
発
勝
負
の
入
試
を
減
ら
し
て

高
大
接
続
の
取
り
組
み
を
重
視

　

広
島
大
学
は
26
年
度
入
試
（
26
年
４
月

入
学
）
に
お
い
て
女
子
枠
を
新
し
く
導
入

し
ま
す
。「
広
島
大
学
光
り
輝
き
入
試
」

の
総
合
型
選
抜
Ⅱ
型
（
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
を
課
す
）
と
学
校
推
薦
型
選
抜
Ⅰ
型

（
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を
課
さ
な
い
）

で
合
計
37
人
（
理
学
部
７
人
、
工
学
部
15

人
、
情
報
科
学
部
15
人
）
の
募
集
人
員
を

設
け
ま
す
。
ま
た
、「
で
き
る
だ
け
一
発

勝
負
の
入
試
比
率
を
低
く
し
た
い
」（
越

智
学
長
）
と
の
考
え
方
か
ら
、
26
年
度
入

試
で
は
探
究
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

だ
高
校
生
ら
を
対
象
に
、
学
部
が
実
施
す

る
高
大
接
続
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た

新
た
な
総
合
型
選
抜
  （4）

を
実
施
し
ま
す
。

　

越
智
学
長
は
受
験
生
に
こ
ん
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
す
。「
若
者
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
で
部
分
的
に
切
り
取
ら
れ
、
自
分
が

気
に
入
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
し
か
目
に
し
な
い

状
況
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
大
学
は
正
し

い
情
報
が
何
か
を
知
る
方
法
を
学
び
、
い

ろ
い
ろ
な
人
の
意
見
を
聞
き
、
自
分
の
頭

で
考
え
て
進
む
べ
き
道
を
見
つ
け
ら
れ
る

場
で
す
。
人
生
は
一
度
き
り
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
広
島
大
学
を
目
指
す
皆
さ
ん
に
は

ぜ
ひ
、
自
分
の
夢
や
目
標
を
定
め
、
実
現

に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
ん
で
ほ

し
い
。
広
島
大
学
は
、
そ
ん
な
あ
な
た
の

挑
戦
を
全
力
で
応
援
し
ま
す
」

和
に
つ
い
て
自
ら
考
え
、「
平
和
を
考
え

る
レ
ポ
ー
ト
」
を
ま
と
め
ま
す
。
24
年
度

か
ら
は
一
部
の
授
業
内
で
「
被
爆
体
験
講

話
」
を
実
施
し
て
お
り
、
高
齢
化
が
進
む

被
爆
者
か
ら
学
生
が
直
接
話
を
聞
け
る
貴

重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
貢
献
で
国
内
２
位
の
評
価

最
先
端
研
究
の
拠
点
も
続
々
と

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
人
材
育
成

力
」
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
、
科
学
、

ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
第
一
線
で
活
躍
す
る

リ
ー
ダ
ー
の
話
か
ら
大
学
生
活
の
目
標
や

将
来
の
夢
を
考
え
る
講
義
で
、
25
年
度
は

12
人
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。
教
養
教
育

の
充
実
は
世
界
に
通
用
す
る
専
門
教
育
の

強
化
と
並
ぶ
大
学
教
育
の
大
き
な
柱
で
す
。

11
年
度
に
全
学
部
で
必
修
化
さ
れ
た
「
平

和
科
目
」
で
は
戦
争
や
核
廃
絶
、
貧
困
、

環
境
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
平

広島大学
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アイダ ホ 大 学 協 定 締 結 式（ 左 は 越 智
学長、右はスコット・グリーン学長）

霞キャンパスに整備されるワクチン・医薬品製造拠点（完成予想図）
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